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１．研究の背景 

 平成29年告示の小学校及び中学校学習指導要領は総則に

おいて「持続可能な社会の創り手」の育成を必要としてい

る。持続可能な社会の実現が国際目標となる中で、学校教育

が持続可能な社会の創り手を目指すためには ESD(持続可能

な開発のための教育)や SDGs(持続可能な開発目標)の視点

が重要である。一方、理科や総合的な時間で実践可能なESD

やSDGsと関連する実践は数多く行われているものの、カリ

キュラムに位置付けられているとは言い難い。 

千田・小倉(2022)はESDやSDGsと関連する実践と理科カ

リキュラムとの関連を調査した結果、「生命」分野や「地球」

分野に比べ、「エネルギー」分野や「粒子」分野で関連する

実践が少ないことを報告している。さらに、ESDやSDGsと

関連する実践を通して目標とする子どもの姿についても明

確に示されていない状況である。そこで、ESDやSDGsと関

連する実践を通して「目標とする子どもの姿」を示し、ESD

やSDGsの視点をいかにカリキュラムに取り入れるかについ

て理科を中心に検討することとした。 

２．研究の目的 

 ESDやSDGsと関連する実践を参考に、目標とする子ども

の姿について粒子分野での授業開発を含めて体系的に示す

ことで学校現場でのESDやSDGsと関連する実践の普及に貢

献することを本研究の目的とする。 

３．研究方法 

3.1 目標とする子どもの姿について 

 千田・小倉(2022)は小学校第 6 学年粒子分野「水溶液の

性質」にて授業開発を行った。その中で行った質問紙調査の

結果を統計的に分析を行った結果、事前と事後で有意な向

上が認められたことを報告している。千田・小倉(2022)が使

用した質問項目は国立教育政策研究所(2012)の示す「ESDの

視点に立っ

た学習指導

で重視する

能力・態度

の7 つの視

点」の中の

「⑥繋がり

を尊重する

態度」と「⑦

進んで参加

する態度」

と関連している。そこで、ESDやSDGsと関連する実践を行

う際の目標とする子どもの姿を①環境問題と生活との関

連、②環境を守るための行動意欲の 2 つの視点が高まった

状態に近づけていくことが目標とする子どもの姿であると

捉えた。図1はそのイメージを表現したものである。 

3.2 授業の開発 

 本研究では、小学校第6学年粒子分野「燃焼の仕組み」に

て授業の開発を行った。本授業は単元中の学習と関連させ

るために「地球温暖化問題」を取り上げる 1 時間の授業内

容とした。また、本授業ではSDGsの目標13「気候変動に具

体的な対策を」に重点をおいた授業とした。授業展開の概要

を図2に示す。 

４．結果 

 本研究で開発した授業を令和 4年 7月に埼玉県内公立 A

小学校2学級(58名)の児童を対象に検証授業を行った。検

証授業の効果を確かめるため、授業前後に質問紙調査を実

施した。その結果、「環境問題と生活との関連」と「環境を

守るための行動意欲」の両項目において統計的に有意な上

昇がみられた。さらに、環境を守るための行動意欲に関する

自由記述での調査では事前に比べて、事後で「自分自身にで

きること」についてより具体的な記述が増加した。 

５．研究上の示唆 

 結果より、本研究はESDやSDGsの視点を取り入れた実践

の普及に貢献できることが示唆された。また、「目標とする

子どもの姿」をSDGsと関連させた実践の目標に位置付けら

れることが示唆された。 
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図1：目標とする子どもの姿(イメージ) 

図2：授業展開の概要 


